
参
加
し
や
す
い

競
技
や
昼
休
み
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
応
援
賞
等
を
準

備
し
て
お
り
、
多

く
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

競
技
種
目
は
、

以
下
の
４
種
目
で
す
。
激
し
い

ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
量
の
多
い
競

技
種
目
は
有
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

競
技
不
参
加
で
ス
タ
ン
ド
応

援
の
み
の
参
加
で
あ
っ
て
も
、

ケ
ガ
保
険
の
対
象
に
な
り
参
加

人
数
の
把
握
が
必
要
で
す
。

ス
タ
ン
ド
で
の
応
援
や
競
技

参
加
の
申
込
や
お
弁
当
の
注
文

は
、
ク
ラ
ス
会
長
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。
お
弁
当
に
は
、
お
茶

は
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
必
要
な

場
合
は
、
ク
ラ
ス
会
で
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

同
窓
会
の
締
切
り
は
、
５
月

２
日
（
金
）
で
す
。

１
１
９
期
（
令
和
７
年
度
）

１
組
94
名
、
２
組
93
名
、
３
組

71
名
、
計
２
５
８
人
が
４
月
25

日
（
木
）
に
高
砂
大
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
の

入
学
者
数
２
１
７
人
よ
り
41
人

増
加
し
ま
し
た
。

公
務
多
忙
の
教
育
長
に
代
わ

り
小
川
晶
子
生
涯
学
習
課
長
が

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
の
村
山
卓
市
長
よ
り

「
社
会
人
と
し
て
働
い
た
後
に
、

高
砂
大
学
で
の
学
び
直
し
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
意
欲
的
に
活
躍

し
、
期
待
さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
学
び
を
通
し
て
、

同
級
生
同
士
の
交
流
を
深
め
、

人
と
人
の
関
係
を
構
築
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
同

窓
会
組
織
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
様
々
な
グ
ル
ー
プ
活
動
が
あ

り
、
発
表
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

１
年
間
を
楽
し
ん
で
、
学
び
を

充
実
さ
せ
、
今
後
の
人
生
に
繋

げ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
泉
屋
和
雄
同
窓
会

会
長
よ
り
「
学
問
と
い
う
の
は

人
間
と
し
て
い
か
に
生
き
て
い

く
か
と
い
う
話
が
あ
り
、
年
齢

を
重
ね
る
ほ
ど
、
新
し
い
発
見

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に

勉
強
し
、
同
窓
会
に
入
会
し
、

共
に
学
べ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
高
砂
合
唱
ク
ラ
ブ
が
、
揃

い
の
衣
装
で
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に

よ
る
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
高
砂
大
学
校
同

窓
会
総
会
が
４
月
11
日
（
水
）

13
時
30
分
よ
り
彦
三
館
大
研
修

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
金
沢
市
長
村
山

卓
様
、
中
央
公
民
館
長
松
本
直

様
、
彦
三
館
長
田
鶴
直
人
様
の

出
席
を
戴
き
ま
し
た
。

総
会
は
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
ク

ラ
ス
人
数
に
応
じ
て
選
出
さ
れ

た
代
議
員
よ
り
構
成
さ
れ
、
代

議
員
総
数
108
人
中
95
人
の
出
席

で
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
長
と
し
て
、
114
期
２
組
の

流
裕
一
氏
が
選
出
さ
れ
、
①
令

和
６
年
度
事
業
報
告
②
令
和
６

年
度
収
支
決
算
報
告
③
令
和
６

年
度
会
計
監
査
報
告
④
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）
⑤
令
和

７
年
度
収
支
予
算
（
案
）
⑥
役

員
改
選
提
案
が
議
事
と
し
て
審

議
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
次
ぐ
意
思
決
定
機
関

で
あ
る
ク
ラ
ス
会
長
会
議
で
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
詳
細

な
内
容
の
説
明
が
有
り
ま
す
。

能
登
復
興
支
援
の
た
め
に
オ

レ
ン
ジ
色
の
登
り
旗
や
テ
ン
ト

の
「
出
張
！
輪
島
朝
市
」
に
出

店
頂
き
ま
し
た
。

４
月
４
日
（
金
）
に
高
砂
一

座
出
演
に
向
け
て
練
習
中
の

「
ひ
ま
わ
り
会
」
を
訪
問
し
、

意
気
込
み
等
を
聞
き
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
会
と
は
、
民
謡
舞

踊
の
会
員
数
10
名
の
サ
ー
ク
ル

で
す
。
民
謡
舞
踊
は
、
民
謡
の

曲
に
合
わ
せ
て
、
繰
り
返
し
踊

り
ま
す
。

会
長
の
碓
井
（
う
す
い
）
さ

ん
に
よ
る
と
、
高
砂
一
座
で
は
、

「
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
」
と

「
花
笠
音
頭
」
の
２
曲
を
予
定

し
、
練
習
中
の
「
花
笠
音
頭
」

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
花

笠
を
手
に
し
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

上
下
移
動
や
体
の
回
転
や
後
列

と
前
列
と
の
入
替
等
が
有
り
、

大
き
な
動
き
の
有
る
踊
り
で
す
。

合
い
の
手
も
あ
り
ま
す
。

「
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
」
で

は
、
鳴
子
で
音
を
鳴
ら
し
、
観

客
と
の
一
体
感
を
演
出
す
る
た

め
に
、
前
席
の
観
客
に
、
鳴
子

を
配
り
一
緒
に
音
を
鳴
ら
す
と

の
事
で
す
。
さ
ら
に
民
謡
踊
り

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
」

と
会
員
募
集
中
と
の
事
で
す
。

講
師
の
島
田
先
生
か
ら
は
、

晴
れ
の
舞
台
で
完
成
度
の
高
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
や
観

客
を
巻
込
ん
で
み
ん
な
を
楽
し

ま
せ
た
い
と
、
意
欲
的
に
話
さ

れ
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
会
の
み
な
さ
ん
が
、

お
揃
い
の
着
物
で
素
敵
な
民
謡

舞
踊
が
会
場
を
盛
上
げ
る
事
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

４
月
17
日
（
木
）
に
「
Ｊ
・

ハ
ー
ブ
ク
ラ
ブ
」
の
福
田
会
長

か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
名
の
変
更
は
、
大
正

琴
以
外
に
楽
器
の
幅
を
広
げ
る

事
と
講
師
体
制
の
変
更
が
有
っ

た
と
の
事
で
し
た
。

高
砂
一
座
で
は
、
み
ん
な
が

良
く
知
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
」

等
の
４
曲
を
披
露
し
、
自
然
と

口
ず
さ
ん
で
一
緒
に
唱
和
し
、

元
気
に
明
る
く
歌
い
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
す
。
と
の
事
で
す
。

楽
し
い
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

60
期
（
令
和
７
年
度
）
３
６

０
人
が
４
月
25
日
（
金
）
に
高

砂
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
入
学
者
数
３
２

２
人
よ
り
38
人
増
加
し
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
科
117
名
、
花
樹
園

芸
科
74
名
、
文
学
美
術
科
90
名
、

悠
々
健
康
科
79
名
、
計
360
名
で

す
。来

賓
の
村
山
卓
市
長
よ
り

「
お
仲
間
と
の
学
び
の
繋
が
り

や
生
涯
学
習
に
向
け
た
意
欲
や

地
域
貢
献
も
含
め
て
、
豊
か
な

生
活
を
ご
祈
念
し
て
お
り
ま
す
」

と
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
泉
屋
和
雄
同
窓
会

会
長
よ
り
人
生
１
０
０
年
を
25

年
ず
つ
に
分
け
る
古
代
イ
ン
ド

の
四
住
期
を
話
題
に
し
、
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
祝
辞
が

有
り
ま
し
た
。

最
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
高
砂
合
唱
ク
ラ
ブ
が
、
揃

い
の
衣
装
で
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に

よ
る
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
第
１
回
ク
ラ
ス

会
長
会
議
が
４
月
18
日
（
金
）

13
時
30
分
よ
り
彦
三
館
大
研
修

室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
ク
ラ

ス
総
数
71
ク
ラ
ス
か
ら
代
理
も

含
め
て
60
人
の
ク
ラ
ス
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

最
初
に
金
沢
市
民
憲
章
の
唱

和
を
行
い
ま
し
た
。
来
賓
と
し

て
中
央
公
民
館
長
松
本
直
様
か

ら
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
同
窓
会
総
会
や

事
業
計
画
や
収
支
予
算
等
の
報

告
事
項
の
説
明
が
有
り
、
続
い

て
、
審
議
事
項
と
し
て
、
第
45

回
す
こ
や
か
体
育
ま
つ
り
、
第

43
回
作
品
発
表
会
、
第
47
回
高

砂
生
き
が
い
演
芸
発
表
会
、
看

護
学
生
の
臨
地
実
習
、
福
祉
・

渉
外
事
業
、
「
同
窓
会
だ
よ
り
」

及
び
「
た
か
さ
ご
新
聞
」
の
原

稿
募
集
、
復
興
支
援
バ
ス
研
修

旅
行
等
の
説
明
を
各
担
当
よ
り

行
い
ま
し
た
。

参
加
者
よ
り
不
明
点
や
課
題

に
関
す
る
質
問
等
が
有
り
ま
し

た
。

令 和 ７ 年 ５ 月 1 日 た か さ ご 新 聞 ３ ６ ０ 号

1

た
か
さ
ご
新
聞
発 行

高砂大学校同窓会

会長 泉屋和雄

〒920-0901
金沢市彦三町1-15-5
金沢中央公民館2F
TEL(076)261-8101
FAX(076)261-8149

（HＰ)http://www.takasagoob.net

QR コードで
ホームページ

ク
ラ
ス
会
が
一
致
団
結
し
、
ひ
と
つ
に
な
り
、

体
育
ま
つ
り
を
盛
上
げ
よ
う

高
砂
一
座
を
み
ん
な
で
盛
上
げ
よ
う

２
５
８
人
が
高
砂
大
学
校
で
学
び
を
開
始

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
砂
大
学
院
に
３
６
０
人
が
入
学

さ
ら
な
る
学
び
を
ス
タ
ー
ト

令
和
７
年
度

高
砂
大
学
校
同
窓
会
総
会
を
開
催

令
和
７
年
度

第
１
回
ク
ラ
ス
長
会
議
を
開
催

練
習
中
の
ひ
ま
わ
り
会

Ｊ
・
ハ
ー
ブ
ク
ラ
ブ

出席者のみなさん 出席者のみなさん出張！輪島朝市

Ｊ・ハーブクラブのみなさん

ひまわり会のみなさん

高砂大学校入学式で市長が祝辞高砂大学院入学式で市長が祝辞



◇
去
年
の
能
登
半
島
地
震
・
豪

雨
で
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
、

復
興
に
追
わ
れ
る
日
々
が
現
在

続
い
て
い

ま
す
。

今
後
の

防
災
強
化

に
つ
な
げ

る
た
め
に
、

防
災
講
座

を
企
画
し

ま
し
た
。

「
正
常

性
バ
イ
ア

ス
」
と
は
、

大
規
模
災

害
が
発
生

し
た
際
に
、

「
正
常
の

範
囲
内
だ
」

と
判
断
し
、

冷
静
さ
を

保
と
う
と

す
る
姿
勢

を
指
し
ま
す
。
別
な
言
い
方
を

す
る
と
、
危
険
な
状
況
で
も

「
ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
楽

観
的
に
考
え
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
日
頃
か
ら
「
正
常
性
バ
イ

ア
ス
」
を
意
識
す
る
事
が
重
要

で
す
。

竪
畑
さ
ん
は
、
令
和
６
年
１

月
の
能
登
半
島
地
震
で
ご
実
家

の
輪
島
市
で
被
災
さ
れ
、
そ
の

時
の
体
験
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

ま
す
。

竪
畑
さ
ん
は
、
元
小
学
校
の

校
長
先
生
で
高
砂
大
学
校
の
講

師
を
務
め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

受
講
対
象
は
、
ク
ラ
ス
会
長

お
よ
び
グ
ル
ー
プ
代
表
者
で
す

が
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
同
窓

会
会
員
は
、
ク
ラ
ス
会
長
よ
り

同
窓
会
事
務

局
へ
連
絡

を
お
願
い

し
ま
す
。

草
笛
愛
好
会
と
金
沢
ひ
び
き

会
に
よ
る
コ
ラ
ボ
・
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
・
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
が
４
月

４
日
（
金
）
12
時
半
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
Ｍ
Ｃ
担
当
の
久
保

田
（
同
窓
会
）
か
ら
、
草
笛
愛

好
会
と
金
沢
ひ
び
き
会
の
趣
の

異
な
る
異
色
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
実
現
し
、
大
変
楽
し
み
で

す
と
紹
介
さ
れ
、
大
き
な
拍
手

で
お
迎
え
く
だ
さ
い
と
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
有
り
ま
し
た
。

草
笛
愛
好
会
の
藤
田
会
長
が
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
で
相
互

関
税
に
ふ
れ
、
あ
の
大
統
領
と

は
同
い
年
と
話
さ
れ
、
笑
い
を

誘
い
ま
し
た
。
童
謡
歌
曲
「
み

ど
り
の
そ
よ
風
」
を
力
強
い
音

色
の
草
笛
で
演
奏
し
ま
し
た
。

歌
詞
カ
ー
ド
が
配
布
さ
れ
、
観

客
も
演
奏
に
合
わ
せ
て
一
緒
に

熱
唱
し
、
会
場
は
約
60
人
の
観

客
で
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
「
荒
城
の
月
」
で

有
名
な
滝
廉
太
郎
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
が
紹
介
さ
れ
、
演
奏
に
合
わ

せ
て
「
花
」
を
全
員
で
熱
唱
し

ま
し
た
。
「
花
」
は
、
桜
咲
く

春
の
情
景
を
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
曲
で
、
ず
っ
と
歌
い
継
が
れ

て
い
ま
す
。
根
強
い
草
笛
フ
ァ

ン
か
ら
ス
テ
ー
ジ
の
出
演
者
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ラ
ボ
で
「
北
陸
新
幹
線
唱

和
」
と
「
加
賀
ば
や
し
」
の
２

曲
が
演
奏
さ
れ
、
熱
唱
し
ま
し

た
。

金
沢
ひ
び
き
会
の
轟
会
長
に

バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
、
「
土

俵
の
ヤ
」
「
男
の
土
俵
」
「
目

指
せ
頂
点

大
の
里
」
の
３
曲

の
相
撲
甚
句
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
人
の
心
を
掴
む
七
五

調
の
哀
愁
を
帯
び
た
節
回
し
で

「
あ
ー
ど
す
こ
い

ど
す
こ
い
」

や
「
ホ
イ
」
と
い
っ
た
か
け
声

や
合
い
の
手
が
入
り
、
会
場
は

一
体
感
に
包
ま
れ
、
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

最
後
に
、
Ｍ
Ｃ
よ
り
今
後
の
出

演
募
集
案

内
を
行
い
、

終
演
と
な

り
ま
し
た
。

次
回
以

降
は
以
下

の
日
程
と

な
っ
て
い

ま
す
。
多

く
の
み
な

さ
ん
の
来

場
を
お
待

ち
し
て
い

ま
す
。

高
砂
グ
リ
ー
ン
会

会
長

１
１
１
期
３
組

奥
野
繁
雄

本
年
度
、
設
立
５
周
年
を
迎

え
ま
す
。

昨
年
度
は
、
能
登
半
島
を
中

心
に
、
地
震
、
豪
雨
今
年
に
至
っ

て
は
豪
雪
と
、
立
て
続
け
に
襲

わ
れ
被
災
地
で
は
、
生
活
破
壊

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
グ
リ
ー

ン
会
に
お
い
て
も
、
知
人
、
親

戚
等
の
方
で
少
な
か
ら
ず
影
響

を
受
け
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま

し
た
。

令
和
６
年
新
年
会
総
会
（
２

月
開
催
）
か
ら
の
例
会
（
年
６

回
開
催
）
を
並
び
に
、
暑
気
払

い
懇
親
会
、
忘
年
会
を
通
じ
て
、

い
つ
の
間
に
か
笑
顔
が
戻
り
、

令
和
７
年
度
の
年
間
活
動
計
画

を
作
り
上
げ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
設
立
５
周
年

の
節
目
で
あ
り
、
３
月
、
４
月
、

５
月
、
９
月
（
会
長
杯
）
10
月
、

11
月
（
納
会
）
の
６
回
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
に
加
え
、
６
月
に
は

日
帰
り
研
修
と
し
て
輪
島
市
門

前
地
区
を
主
に
災
害
復
興
状
況

の
視
察
、
夏
に
は
懇
親
会
暑
気

払
い
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
11

月
納
会
は
、
５
周
年
の
記
念
と

忘
年
会
を
兼
ね
て
の
一
泊
２
日

２
プ
レ
ー
の
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
を

計
画
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
、
ゴ
ル
フ
シ
ー
ズ

ン
の
幕
開
け
、
第
１
回
例
会
を

３
月
24
日
（
月
）
に
千
羽
平
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
、
会
員
15
名

＋
ゲ
ス
ト
1
名
参
加
に
て
和
気

令
和
６
年
度
最
後
の
ス
マ
ホ

教
室
が
３
月
31
日
（
月
）
午
前

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
者

は
、
20
名
で
、
講
師
は
通
信
キ
ャ

リ
ア
の
女
性
４
名
で
す
。

研
修
用
貸
出
し
専
用
器
材
を

用
意
し
、
受
講
者
全
員
が
同
一

機
種
の
ス
マ
ホ
を
使
用
し
て
、

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師

が
ス
マ
ホ
画
面
を
前
方
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、
そ
の
画

像
に
合
わ
せ
て
受
講
者
が
ス
マ

ホ
を
操
作
し
ま
し
た
。

高
齢
者
に
と
っ
て
難
易
度
が

高
い
画
面
か
ら
の
文
字
入
力
で

は
無
く
、
マ
イ
ク
ボ
タ
ン
を
タ
ッ

プ
し
て
手
軽
な
音
声
入
力
を
体

験
し
ま
し
た
。
句
読
点
や
改
行

も
音
声
で
入
力
可
能
な
事
も
体

験
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
音
声
入

力
後
に
録
音
す
る
ボ
イ
ス
メ
ッ

セ
ー
ジ
送
信
も
体
験
し
ま
し
た
。

不
明
点
が
有
っ
て
も
同
一
機

種
な
の
で
、
隣
同
士
で
ス
マ
ホ

画
面
を
見
せ
合
う
シ
ー
ン
が
見

ら
れ
、
ま
た
手
が
止
ま
っ
て
悩

ん
で
い
る
と
、
講
師
が
す
ぐ
に

後
方
よ
り
駆
け
つ
け
解
決
し
、

効
率
的
に
ス
ム
ー
ズ
に
講
義
が

進
行
し
ま
し
た
。

講
義
内
容
で
は
、
基
本
的
な

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ト
ー
ク
や
友
達
登
録

が
行
わ
れ
、
全
員
が
同
一
レ
ベ

ル
で
操
作
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

途
中
の
休
憩
時
間
を
挟
ん
で
、

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
休
憩
後
は
、

３
～
４
名
で
グ
ル
ー
プ
を
組
ん

で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
ブ
登

録
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ
オ
通
話

を
体
験
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

で
の
ビ
デ
オ
通
話
で
は
、
顔
や

背
景
等
の
エ
フ
ェ
ク
ト
設
定
も

試
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
会
話
が

弾
み
、
楽
し
い
研
修
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
令
和
６
年
度
度
の
締

め
括
り
と
し
て
、
同
窓
会
泉
屋

会
長
よ
り
講
師
へ
の
お
礼
や
受

講
者
の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
期
待
す
る
挨
拶
が
有
り
ま

し
た
。

積
極
的
な
質
問
や
今
ま
で
知

り
た
か
っ
た
操
作
方
法
を
受
講

者
が
理
解
し
、
仲
間
と
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ト
ー
ク
や
ビ
デ
オ
通
話
等

が
可
能
と
な
り
、
４
名
の
講
師

に
感
謝
の
拍
手
が
送
ら
れ
、
ス

マ
ホ
教
室
は
終
了
し
ま
し
た
。

高
砂
雪
椿
句
会

会
長

１
０
８
期
２
組

宮
本

順
治

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
新
し

い
こ
と
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

俳
句
ク
ラ
ブ
で
は
、
季
節
を

感
じ
、
言
葉
で
表
現
す
る
楽
し

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

俳
句
と
は
？

五
・
七
・
五

の
わ
ず
か
十
七
音
で
、
自
然
や

心
の
動
き
を
表
現
す
る
日
本
の

伝
統
文
化
で
す
。
短
い
か
ら
こ

そ
、
言
葉
選
び
が
奥
深
く
、
自

由
な
発
想
で
自
分
だ
け
の
世
界

を
作
れ
ま
す
。
雪
椿
句
会
で
は

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
！

初
心
者
も
大
歓
迎
！
「
俳
句
っ

て
難
し
そ
う
…
」
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
気
軽

に
五
・
七
・
五
を
楽
し
む
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

部
員
の
声

「
日
常
の
何
気
な

い
景
色
が
、
俳
句
を
通
し
て
特

別
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
！
」
「
言
葉
の
奥
深
さ
に
触

れ
、
表
現
す
る
楽
し
さ
を
知
り

ま
し
た
。
」
私
た
ち
と
一
緒
に
、

言
葉
で
季
節
を
切
り
取
る
楽
し

さ
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
？

見
学
・
体
験
入
部
も
大
歓
迎
！

ぜ
ひ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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薄
墨
の
水
面
に
映
え
る
花
見
船

濤
華

母
を
待
つ
一
人
遊
び
の
し
ゃ
ぼ
ん
玉

ミ
イ

笑
い
た
る
夫
の
写
真
に
花
見
酒

素
子

流
れ
つ
つ
色
を
変
え
た
り
し
ゃ
ぼ
ん
玉

雅
夫

喧
騒
も
楽
し
き
響
き
花
の
宴

翠
風

石蕗句会

万
緑
や
車
窓
は
な
さ
ぬ
白
樺

八
重
子

草
棚
や
旅
の
リ
ュ
ッ
ク
の
家
族
連
れ

紀
子

「
こ
い
の
ぼ
り
」
に
遊
ん
で
る
幼
な
き
子

依
子

薫
風
に
背
中
押
さ
れ
て
ま
た
一
歩

紀
代

天
守
閣
遠
く
に
望
む
春
の
海

ひ
ろ
み

さんご句会

俳句・短歌

雪椿句会

春
分
や
墓
苑
の
妻
と
語
り
合
ふ

高
三

魚
影
や
乱
れ
流
る
る
花
筏

房
義

散
策
や
楽
あ
り
苦
あ
る
春
嵐

順
治

ク
ロ
ー
バ
の
四
つ
葉
見
つ
け
て
あ
の
人
に

陽
子

春
コ
ー
ト
知
ら
ず
知
ら
ず
の
早
歩
き

節
子

ＯＢ短歌会

温
め
し
ミ
ル
ク
に
砂
糖
春
日
和
こ
の
ま
ま
が
い
い
さ
め
な
い
ま
ま
で

妙
子

庭
隅
に
寒
さ
に
も
め
げ
ぬ
春
蘭
の
つ
の
ぐ
む
花
芽
春
待
ち
て
ゐ
る

信
夫

ど
く
だ
み
は
庭
い
ち
め
ん
に
花
咲
か
す
過
疎
の
町
に
は
わ
が
も
の
顔
に

重
子

ざ
っ
く
り
と
切
り
て
椿
を
大
壺
に
か
た
き
蕾
も
ほ
こ
ろ
ぶ
立
春

宏
子

ゆ
き
ゆ
き
て
物
を
買
う
た
の
し
さ
い
つ
も
戻
る
大
地
震
襲
い
し
輪
島
朝
市

千
佳
子

高
砂
グ
リ
ー
ン
会
の
紹
介

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
（
４
月
）

俳
句
ク
ラ
ブ
「
高
砂
雪
椿
句
会
」

新
入
部
員
募
集
中
！

令
和
６
年
度
最
後
の
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

グリーン会のメンバー

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
ご
案
内

能
登
半
島
地
震
の
被
災
体
験
か
ら
の
３
視
点

あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
第
2
回
例
会
は
、

4
月
16
日
（
水
）
石
川
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
18
名
参
加
予
定
。
第
3

回
例
会
は
、
5
月
21
日
（
水
）

白
山
カ
ン
ト
リ
ー

松
風
コ
ー

ス
20
名
参
加
予
定
。

ゴ
ル
フ
競
技
は
、
何
か
に
つ

け
言
い
訳
が
飛
び
出
す
ス
ポ
ー

ツ
。
当
然
我
々
も
、
世
評
に
負

け
ず
劣
ら
ず
、
風
に
押
し
戻
さ

れ
た
、
カ
ッ
プ
周
り
の
淵
が
ガ

タ
ガ
タ
で
カ
ッ
プ
イ
ン
出
来
な

か
っ
た
、
砂
場
（
バ
ン
カ
ー
）

の
整
備
が
悪
か
っ
た
等
々
自
ら

の
失
敗
を
棚
に
上
げ
愚
痴
る
。

そ
れ
も
、
メ
ン
バ
ー
と
話
し
合

い
な
が
ら
プ
レ
ー
、
青
空
の
元

自
然
の
空
気
を
腹
い
っ
ぱ
い
に

吸
い
込
み
。
季
節
の
移
ろ
い
を

目
で
、
ク
ラ
ブ
を
杖
代
わ
り
に

コ
ー
ス
を
モ
タ
モ
タ
振
り
歩
き

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
最
高
齢
の
方
は
、

今
年
85
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。
目

標
が
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
で
す
。

（
自
分
の
年
齢
と
同
ス
コ
ア
で

18
ホ
ー
ル
を
終
え
る
事
）

ゴ
ル
フ
は
、
な
ん
と
か
歩
け

る
限
り
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
皆
さ
ん
の

中
で
、
プ
レ
ー

し
て
み
た
い
方

は
、
ゲ
ス
ト
参

加
Ｏ
Ｋ
で
す
の

で
是
非
連
絡
く

だ
さ
い
ね
。

草笛愛好会と金沢ひびき会

スマホ教室の受講者

雪椿句会の講師先生と会員


